
こ
の
春
の
拡
大
月
間
は
建
設

不
況
が
よ
り
一
層
深
ま
る
中
で
、

仲
間
の
く
ら
し
と
営
業
、
仕
事

確
保
を
め
ざ
し
て
東
京
土
建
を

強
く
大
き
く
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
組
織
拡
大
に
取
り
組

み
し
ま
た
。

新
宿
支
部
は
春
の
拡
大
月
間

の
当
初
、
事
業
所
か
ら
の
雇
用

日
加
入
の
申
込
が
あ
り
、
順
調

に
拡
大
が
進
み
、
拡
大
節
目
標

を
順
調
に
ク
リ
ア
し
な
が
ら
、

拡
大
が
進
み
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
淀
橋
分
会
と
神

楽
坂
分
会
が
先
進
的
な
活
動
が

お
こ
な
わ
れ
4
月
末
に
は
分
会

目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。

4
月
中
旬
に
は
、
第
55
回
支

部
定
期
大
会
を
開
催
し
、
安
定

し
た
組
織
人
員
を
目
指
し
て
奮

闘
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

5
月
に
は
大
型
連
休
を
挟
み
、

拡
大
が
一
服
状
態
に
な
る
こ
と

を
見
越
し
、
5
月
6
日
に
は
中

間
決
起
集
会
を
51
人
の
参
加
で

お
こ
な
い
、
社
会
保
障
制
度
を

め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て
学
習
し

ま
し
た
。
ま
た
幹
部
中
心
に

「
拡
大
学
校
」
を
開
催
し
、
共

済
実
務
と
組
織
拡
大
に
つ
い
て

の
学
習
を
強
め
、
実
践
に
打
っ

て
出
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
し
ま
し
た
。
5
月
中
旬
以
降

は
中
々
、
拡
大
が
進
ま
な
い
中

で
も
、
支
部
拡
大
推
進
行
動
や

分
会
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
組

合
員
に
依
拠
し
た
活
動
を
展
開

し
て
い
く
よ
う
徹
底
し
ま
し
た
。

5
月
の
最
終
盤
で
は
、
分
会
が

積
極
的
に
行
動
し
、
分
会
目
標

を
達
成
す
る
分
会
が
次
か
ら
次

へ
と
誕
生
し
ま
し
た
。
最
終
的

に
5
月
31
日
に
最
後
の
1
人
が

加
入
申
込
が
あ
り
、
見
事
春
の

拡
大
月
間
支
部
目
標
３
・
５
％

達
成
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
10
年
1
月
1
日
現
勢
回
復
ま

で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

目
標
達
成
分
会
は
7
分
会
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
各
分
野

の
青
年
部
、
こ
と
ぶ
き
会
、
主

婦
の
会
も
、
そ
れ
ぞ
れ
部
員
、

会
員
拡
大
の
目
標
を
達
成
し
ま

し
た
。

今
年
度
は
引
き
続
き
、
実
増

で
き
る
支
部
を
目
指
し
て
、
こ

の
後
の
組
織
強
化
期
間
や
秋
の

拡
大
月
間
に
向
け
て
準
備
し
今

度
こ
そ
、
秋
の
拡
大
月
間
目
標

5
％
と
年
間
実
増
1
％
目
指
し

て
奮
闘
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け

ま
す
。
こ
れ
か
ら
7
月
に
は
参

議
院
選
挙
も
あ
り
、
ま
た
予
算

要
求
運
動
が
本
格
化
す
る
時
期

で
も
あ
り
ま
す
。
た
た
か
い

は
こ
れ
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

東
京
土
建
の
宣
伝
を
お
こ

な
い
仕
事
確
保
を
目
指
し
て

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

【
書
記
次
長

秋
山
清
】

6
月
2
日
、
鳩

山
首
相
が
辞
任
表

明
し
ま
し
た
。
去

年
の
総
選
挙
の
公

約
で
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
即

時
廃
止
、
沖
縄
の

普

天

間

基

地

は

「
国
外
」
少
な
く
と
も
、

「
県
外
」
へ
、
「
コ
ン
ク
リ
ー

ト
か
ら
人
へ
」
と
、
自
・
公

政
権
と
は
違
う
公
共
工
事
よ

り
社
会
福
祉
へ
と
重
点
を
移

す
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。
民
主
党
の
公
約

は
、
私
達
に
多
く
の
期
待
を

抱
か
せ
、
国
民
の
圧
倒
的
な

支
持
を
得
て
鳩
山
政
権
が
成

立
し
ま
し
た
。

し
か
し
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
は
廃
止
ど
こ
ろ
が
、
65

歳
ま
で
引
き
下
げ
、
私
た
ち

の
命
の
綱
で
あ
る
土
建
国
保

も
な
く
し
、
国
保
一
元
化
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

普
天
間
基
地
の
問
題
で
も
、

沖
縄
県
民
の
大
反
対
を
押
し

切
り
、
前
政
権
と
同
じ
よ
う

に
辺
野
古
に
基
地
を
移
す
と

決
め
て
し
ま
い
、
社
民
党
は

政
権
を
離
脱
し
ま
し
た
。
鳩

山
さ
ん
は
沖
縄
に
行
く
よ
り

も
、
ア
メ
リ
カ
に
行
き
、
オ

バ
マ
大
統
領
と
直
談
判
す
べ

き
だ
っ
た
の
で
す
。

今
年
は
日
米
安
全
保
障
条
約

が
改
定
さ
れ
て
50
年
、
そ
の

間
、
ソ
連
が
崩
壊
し
冷
戦
体

制
が
崩
壊
し
ま
し
た
。
安
全

保
障
の
あ
り
方
も
当
然
、
変

化
す
る
は
ず
な
の
に
、
歴
代

の
総
理
大
臣
は
ア
メ
リ
カ
と

交
渉
す
る
ど
こ
ろ
が
、
益
々

ア
メ
リ
カ
の
言
い
な
り
。
こ

れ
で
は
世
界
の
笑
い
者
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

【
Ｍ
】

し ん じ ゅ く（１） ２０１０年６月８日（火曜日） 第５８４号

「地域から景気回復を！消費税増税

反対！後期高齢者医療制度廃止を求

め、政治を動かす6・18提灯デモ」

☆とき：6月18日（金）

☆場所：柏木公園

☆時間：１８時集合

☆みんなの会・新宿社保協共催

春
の
拡
大
月
間
に
奮
闘
さ
れ
ま
し
た
組
合

員
な
ら
び
に
ご
家
族
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
お
蔭
様
で
新
宿
支
部
春
の
拡
大
月

間
の
目
標
73
人
を
見
事
、
皆
様
の
お
力
で
目

標
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

年に一度は、健康診査を受けましょう！

実施日 申込締切（第１次） 結果説明会

６月２７日(日）６月２２日（火） 未定

●会場 代々木病院 ℡03－3478－7038

●受付 午前８時３０分～１１時

●申込・問合せ 支部事務所まで ℡03－3362－2161

内 容 料 金

胃がん（間接） 4,000円

前立線がん（50歳以上） 1,500円

骨密度（女性のみ・超音波） 1,000円

大腸がん（2日法） 1,000円

◆オプション検査

【春の拡大目標Ｖ10支部目標達成を祝う】（6月3日打上げ）



２０１０年６月８日（火曜日） 第５８４号 （２）し ん じ ゅ く

私
の
ふ
る
さ
と
は
、
長
野

県
の
伊
那
の
松
川
町
で
す
。

１
９
４
６
年
に
生
ま
れ
ま
し

た
。諏

訪
湖
を
源
と
す
る
天
龍

川
の
東
側
で
す
。
東
に
は
赤

石
山
脈(

南
ア
ル
プ
ス)

、
西

に
は
木
曾
山
脈
（
中
央
ア
ル

プ
ス
）
に
囲
ま
れ
た
の
ど
か

な
と
こ
ろ
で
す
。

春
は
、
近
く
の
高
遠
の
桜

は
全
国
的
に
有
名
で
、
そ
れ

は
見
事
な
も
の
で
す
。

木
曾
駒
ヶ
岳
の
千
畳
敷
カ
ー

ル
は
、
夏
に
な
る
と
、
高
山

植
物
が
一
斉
に
花
開
き
、
登

山
者
の
目
を
楽
し
め
ま
す
。

小
学
校
の
頃
、
ま
だ
ロ
ー
プ

ウ
ェ
ー
が
な
く
、
遠
足
で
は

歩
い
て
登
り
ま
し
た
。

１
９
６
３
年
に
上
京
し
、

親
方
の
と
こ
ろ
か
ら
当
時
、

淀
橋
に
あ
っ
た
職
業
訓
練
校

に
通
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
結
婚
し
、
二
人

の
子
供
を
育
て
あ
げ
、
ず
っ

と
新
宿
に
住
ん
で
い
ま
す
。

今
で
も
時
々
、
田
舎
に
帰

り
ま
す
が
や
っ
ぱ
り
ふ
る
さ

と
は
良
い
と
思
い
ま
す
。

【
聞
き
手

大
野
守
】

教
宣
部
が
第
55
回
定
期
大

会
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は

50
人
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。

代
議
員
数
92
人
で
、
有
効

回
答
数
50
通
で
回
収
率
５
４
・

３
％
で
し
た
。

1

年
齢
・
家
族
構
成
に
つ

い
て
回
答
は
次
の
通
り
で
す
。

1
・
年
齢

20
代
1
人

30
代
0
人

40
代
3
人

50
代
7
人

60
代
20
人

70
代
15
人

80
代
3
人

無
回
答
1
人

家
族
構
成

0
人
→
1
人

1
人
→
9
人

2
人
→
21
人

3
人
→
7
人

4
人
→
6
人

5
人
→
4
人

無
回
答
→
1
人

2
・
階
層

1
・
法
人
役
員

11
人

2
・
個
人
事
業
主

6
人

3
・
一
人
親
方

17
人

4
・
職
人
・
労
働
者

12
人

5
・
無
回
答

4
人

2

組
織
・
運
営
に
つ
い
て

の
回
答
は
次
の
通
り
で
す
。

1
・
組
合
で
の
役
割
は
?

1
・
支
部
役
員

6
人

2
・
分
会
役
員

18
人

3
・
群
役
員

8
人

4
・
そ
の
他

12
人

5
・
無
回
答

6
人

2
・
組
織
・
運
営
で
悩
み
に

つ
い
て
の
回
答
で
は
、
多
く

の
方
か
ら
、
「
群
長
の
な
り

手
が
い
な
い
」
（
73
歳
）
と

か
、
「
若
い
組
合
員
が
い
な

い
」
（
71
歳
）
な
ど
の
後
継

者
問
題
で
の
悩
み
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

3
・
後
継
者
育
成
に
支
部
・

分
会
で
何
を
取
り
組
ん
だ
ら

良
い
か
の
回
答
で
は
、
「
若

い
組
合
員
が
群
、
分
会
に
顔

を
出
し
や
す
い
環
境
を
作
く

り
た
い
」
（
52
歳
）
な
ど
積

極
的
な
意
見
が
多
数
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

4
・
組
織
再
編
に
つ
い
て
は
、

「
今
後
、
十
分
に
話
合
い
を

し
て
い
き
た
い
」
（
52
歳
）

と
か
、
後
継
者
を
育
て
る
意

味
で
は
必
要
で
あ
る
」
（
66

歳
）
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

3

学
習
に
つ
い
て
希
望
す

る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
回
答

で
は
、
9
・
福
祉
・
社
会
保

障
が
11
人
と
も
っ
と
も
多
く
、

次
に
3
・
組
合
員
教
育
が
9

人
、
1
・
政
治
・
経
済
情
勢

が
6
人
、
10
・
健
康
問
題
が

5
人
、
5
・
労
働
組
合
運
動

が
3
人
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。
（
複
数
回
答
有
り
）

4

支
部
大
会
に
つ
い
て

1
・
一
泊
大
会
は
必
要
と
思

い
ま
す
か
?
の
回
答
で
は
、

3
・
不
要
が
14
人
、
1
・
必

要
が
8
人
、
2
・
ど
ち
ら
で

も
良
い
が
5
人
、
無
回
答
が

23
人
で
し
た
。

2
・
「
ホ
テ
ル
お
か
だ
」
は

い
か
が
で
し
た
か
?
の
回
答

で
は
、
1
・
非
常
に
良
か
っ

た
が
9
人
、
2
・
良
か
っ
た

が
5
人
、
3
・
普
通
が
12
人
、

4
・
悪
か
っ
た
は
2
人
、
5
・

非
常
に
悪
か
っ
た
は
0
人
で

し
た
。

5

機
関
紙
「
し
ん
じ
ゅ
く
」

に
つ
い
て
の
回
答
に
つ
い
て

は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

長野県・松川町
落合東分会・大蔵和友

【千畳敷カール】

梅
雨
入
り
も
間
近
と
な
っ

た
が
、
こ
の
梅
雨
が
明
け
る

頃
に
な
る
と
間
も
な
く
参
議

院
選
挙
が
行
わ
れ
が
、
相
変

わ
ら
ず
世
襲
議
員
の
多
さ
、

数
合
わ
せ
の
よ
う
な
有
名
タ

レ
ン
ト
の
擁
立
、
寄
せ
木
細

工
み
た
い
な
党
。

そ
も
そ
も
参
議
院
に
期
待

さ
れ
る
役
割
は
衆
議
院
の
数

の
政
治
に
対
し
、
再
考
の
府

と
し
て
行
き
過
ぎ
や
軽
率
な

判
断
が
な
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
の
は
ず
だ
。

そ
れ
が
今
や
参
議
院
も
、

衆
議
院
を
変
わ
ら
ず
政
党
同

士
の
対
決
を
強
め
、
与
野
党

は
対
立
し
て
お
り
建
設
的
な

議

論

は

当

面

、

期

待

で

き

そ

う

に
な
い
。

未
曾
有
の
経
済
危
機
に
も

関
わ
ら
ず
国
会
は
衆
・
参
両

院
と
も
政
権
争
い
に
終
始
し

て
い
る
観
が
拭
え
な
い
。

だ
か
ら
と
言
っ
て
政
治
に

絶
望
し
て
大
事
な
1
票
を
棄

権
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
自
分

の
権
利
も
義
務
も
、
将
来
さ

え
も
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
に

な
り
、
国
民
主
権
の
精
神
を

踏
み
に
じ
る
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。
ま
も
な
く
参

議
院
選
挙
が
行
わ
れ
、
格
差

も
広
が
り
、
安
全
も
安
心
も

危
う
く
な
っ
た
。
そ
ん
な
時

代
だ
か
ら
こ
そ
悔
い
の
な
い

1
票
を
投
じ
、
こ
れ
ぞ
と
言

う
政
党
・
議
員
を
選
び
た
い
。

【落合西分会分会長 山本弘さん】

今年の春拡大月間は、新分会役

員さんが力を発揮してくれて、お

蔭様で目標達成できました。月間

では仲間が協力してくれて、良かっ

た。また秋の拡大は頑張るよ!!

【四谷第2分会分会長 奈良憲治さん】

分会が一丸となって、拡大月間に

取組みました。

支部委員長と組織部長の所属分会

ですから、秋の拡大月間も頑張り、

年間実増を目指します。

【神楽坂分会分会長 富澤博行さん】

4月中に目標達成できました。分会

役員と担当書記さんのおかげです。

一安心です。組織強化月間にみ取組

み、分会の底力を出して、年間実増

も目指します。

【余丁町分会分会長 冨澤總一さん】

春の拡大月間は、仲間のみなさん

と一緒に行動し、厳しい中でも最後

まで諦めず行動した結果、目標達成

できました。本当に有難う御座いま

す。

後継者不足の
悩み多数

春
の

月間



5
月
3
日
（
月
）
憲
法
記
念

日
に
、
日
比
谷
公
会
堂
で
憲
法

集
会
が
例
年
通
り
行
わ
れ
ま
し

た
。法

政
大
学
教
授
の
田
中
優
子

さ
ん
が
沖
縄
に
つ
い
て
、
「
米

軍
基
地
は
米
国
グ
ァ
ム
か
、
サ

イ
パ
ン
に
行
く
べ
き
、
し
か
し

そ
の
後
に
再
編
軍
備
さ
れ
た
自

衛
隊
が
入
っ
た
の
で
は
同
じ
繰

り
返
し
で
東
ア
ジ
ア
の
国
々
は

脅
威
を
感
じ
る
の
で
は
な
い
か
、

こ
の
三
つ
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

次
に
登
壇
さ
れ
た
伊
藤
塾
々

長
の
伊
藤
真
さ
ん
は
、
「
憲
法

は
現
実
に
即
し
て
な
い
の
で
、

か
え
た
方
が
良
い
」
と
言
う
人

も
い
る
が
、
憲
法
は
理
想
で
最

高
法
規
で
あ
る
。
現
実
は
法
律

で
対
処
す
れ
ば
良
い
。
2
百
年

前
、
ア
メ
リ
カ
で
奴
隷
を
解
放

す
れ
ば
農
業
は
立
ち
行
か
な
く

な
る
と
、
南
部
の
農
民
は
戦
争

を
起
こ
し
た
。
そ
れ
が
南
北
戦

争
で
、
現
在
そ
の
よ
う
な
事
を

言
え
ば
笑
い
者
に
さ
れ
て
し
ま

う
。
憲
法
は
理
想
で
良
い
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

市
原
悦
子
さ
ん
の
戦
争
の
悲

劇
の
話
の
朗
読
は
、
私
が
6
歳

の
頃
の
こ
と
で
、
中
井
駅
の
近

く
で
家
を
空
襲
で
焼
か
れ
、
逃

げ
た
時
を
思
い
出
し
、
涙
が
止

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に

戦
争
は
イ
ヤ
で
す
。

そ
の
後
、
福
島
み
ず
ほ
党
首

（
社
会
民
主
党
）
は
与
党
と
し

て
普
天
間
基
地
問
題
を
良
い
方

向
に
持
っ
て
行
き
た
い
。
ま
た

市
田
忠
義
書
記
局
長
（
日
本
共

産
党
）
は
「
北
朝
鮮
や
中
国
の

抑
止
力
に
な
っ
て
い
る
」
と
言

う
が
、
「
九
条

こ
そ
東
ア
ジ
ア

の
国
々
が
安
心

を
保
障
し
て
い

る
の
だ
か
ら
米

軍
は
い
ら
な
い
」

と
発
言
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
の

憲
法
集
会
の
参

加
者
は
4
千
5

百
人
で
、
新
宿

支
部
か
ら
14
人

が
参
加
し
ま
し

た
。
集
会
後
、

銀
座
パ
レ
ー
ド

に
出
発
し
、
平

和
を
願
う
本
当

に
有
意
義
な
1

日
で
し
た
。

5
月
16
日
（
日
）

に
地
元
神
楽
坂
祭

り
の
主
催
に
の
っ

て
、
神
楽
坂
分
会

の
住
宅
デ
ー
を
開
き
ま
し
た
。

当
日
は
天
気
も
良
く
受
付
前

か
ら
来
場
者
も
並
び
始
め
ま
し

た
。会

場
の
神
楽
坂
通
り
も
各
商

店
街
の
模
擬
店
で
賑
わ
い
大
変

な
人
出
で
し
た
。

包
丁
研
ぎ
も
忙
し
く
、

午
前
中
に
は
早
く
も
２

０
０
本
を
研
ぎ
ま
し
た
。

各
分
会
の
仲
間
の
協

力
で
大
変
助
か
り
ま
し

た
。会

場
前
で
は
地
元
の

音
楽
店
も
生
の
バ
ン
ド

で
盛
り
上
が
り
大
い
に

楽
し
み
ま
し
た
。

包
丁
も
２
６
５
本
研

ぎ
仲
間
の
熱
心
な
協
力

で
無
事
終
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
に

密
着
し
た
仕
事
対
策
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
秋
の
住
宅
デ
ー
に

向
け
て
成
功
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

（３） ２０１０年６月８日（火曜日） 第５８４号し ん じ ゅ く

新
宿
区
の
戸
山
ハ
イ
ツ

（
戸
山
2
丁
目
）
に
は
、
3

つ
の
保
育
園
が
あ
り
ま
す
。

今
そ
の
一
つ
の
戸
山
第
3

保
育
園
が
廃
園
に
な
る
と
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

今
地
域
で
は
、
何
か
起
こ
っ

て
い
る
か
取
材
し
ま
し
た
。

昨
年
2
月
に
は
保
育
園
に

入
れ
な
い
保
護
者
達
が
「
保

育
園
に
入
れ
て
欲
し
い
」
と

強
く
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

今
、
新
宿
区
で
は
83
人
の

公
立
保
育
園
入
園
待
ち
の
児

童
が
い
ま
す
。
し
か
し
実
際

は
、
公
立
保
育
園
の
入
園
申

込
が
あ
っ
た
人
数
で
、
実
際

の
公
立
保
育
園
の
待
機
児
童

の
人
数
は
こ
れ
以
上
と
予
測

さ
れ
ま
す
。

つ
く
し
保
育
園

認
可
決
定

つ
く
し
保
育
園
園
長

入

船
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。
つ
く
し
保
育
園
は
20
人

定
員
で
、
み
な
さ
ん
「
就
学

前
ま
で
見
て
も
ら
い
た
い
」

と
言
う
希
望
が
多
く
あ
り
、

認
可
保
育
園
化
の
運
動
を
始

め
た
の
が
10
年
前
で
し
た
。

5
年
前
に
新
宿
区
に
対
し

て
陳
情
書
1
万
筆
を
集
め
提

出
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
採
択
さ
れ
ず
に
継
続
審
議

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

病
院
と
新
宿
区
が
協
議
し
て
、

認
可
化
の
方
向
で
合
意
し
、

昨
年
12
月
に
認
可
化
が
決
り
、

「
再
ス
タ
ー
ト
で
き
る
だ
ろ

う
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

戸
山
第
3
保
育
園

突
然
廃
園
の
知
ら
せ

新
宿
区
は
、
今
年
2
月
20

日
に
「
国
立
医
療
セ
ン
タ
ー

内
に
認
可
保
育
園
を
つ
く
り
、

今
あ
る
戸
山
第
3
保
育
園
を

廃
園
す
る
」
と
の
説
明
会
が

戸
山
第
3
保
育
園
保
護
者
に

対
し
て
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

周
知
な
ど
ま
っ
た
く
さ
れ
て

お
ら
ず
、
保
護
者
の
方
々
は

突
然
の
発
表
で
驚
か
れ
納
得

で
き
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

す
ぐ
に
陳
情
書
を
取
組
み

今
1
万
筆
（
6
月
2
日
現
在
）

を
超
え
る
署
名
が
集
ま
り
ま

し
た
。

6
月
区
議
会
に
は
1
万
筆

の
署
名
を
提
出
す
る
予
定
で

す
。
新
宿
区
全
体
の
保
育
問

題
に
関
す
る
こ
と
で
問
題
提

起
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

い
と
思
い
ま
す
。

「
地
域
バ
ラ
ン
ス
が

悪
い
」
と
い
う
が
…

「
4
つ
も
保
育
園
は
必
要

な
い
か
ら
廃
園
す
る
」
と
区

側
は
言
っ
て
い
ま
す
。
「
待

機
児
童
が
い
な
い
の
か
」
と

う
言
う
と
そ
う
で
は
な
く
、

保
育
園
が
不
足
し
て
い
る
状

態
で
、
今
こ
こ
に
廃
園
あ
り

き
の
議
論
で
は
前
に
進
ま
な

い
と
思
い
ま
す
。
牛
込
地
域

は
待
機
児
が
多
い
と
こ
ろ
で
、

北
山
伏
保
育
園
を
つ
ぶ
し
、

待
機
児
が
増
え
た
か
ら
と
言
っ

て
、
新
し
い
保
育
園
が
で
き

る
か
と
言
う
と
作
ら
な
い
。

戸
山
ハ
イ
ツ
は
公
園
も
あ
り
、

新
宿
区
の
中
で
も
環
境
が
良

い
と
こ
ろ
で
す
。
区
長
が
言
っ

て
い
る
「
待
機
児
ゼ
ロ
に
す

る
」
公
約
を
実
現
し
て
か
ら

の
話
に
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

少
子
化
を
解
消
す
る
に
は
、

保
育
園
を
充
実
さ
せ
て
、
誰

で
も
働
く
こ
と
が
で
き
、
子

供
を
生
み
や
す
い
社
会
に
す

る
こ
と
が
、
将
来
の
投
資
に

も
な
り
ま
す
。
こ
の
問
題
は

単
に
自
分
た
ち
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
階

層
で
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
の
で
、
社
会
を

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
一
番

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

【
5
月
18
日
取
材
・
秋
山
】

戸山第3保育園

廃園反対運動に注目
【つくし保育園園長 入船さん】

【署名を集める入船さん（写真中）】

技術・技能レベルアップ研修開催

●とき：６月３０日(水)
●時間：１９時～
●会場：支部会館４階会議室
●内容：「改正後の特定商取引
法を知ろう」
●お客さんとのトラ
ブルをさけるための、
必須のレクチャーが
受けられます。講師
は支部おなじみの弁
護士 志村新先生で
す。どなたでも参加
できます。

【平和を願い、銀座にパレードに出発】

「地域に密着した仕

事にもつなげます」

【神楽坂分会 鈴木隆昭】

【仲間の協力で包丁を丁寧に研ぐ組合員さん】



【
大
久
保
3
群
】

今
回
は
群
長
の
交
代
が
あ
り

内
容
と
集
金
日
を
守
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

労
働
者
に
と
っ
て
医
療
は
大
切

な
こ
と
で
す
。

一
般
の
方
々
に
も
理
解
し
て

頂
き
23
人
か
ら
署
名
集
め
ま
し

た
。ど

う
ぞ
大
勢
の
声
が
要
請
に

反
映
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。

【
余
丁
町
6
群
】

ト
ン
ネ
ル
の
先
が
見
え
な
い

不
況
に
職
人
は
皆
悩
み
困
り
は

て
て
い
る
昨
今
で
す
。

【
戸
塚
2
群
】

今
月
も
1
人
保
険
料
の
変
更

が
あ
り
ま
し
た
。

で
き
る
だ
け
早
く
本
人
及
び

分
会
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

【
戸
塚
8
群
】

拡
大
に
つ
い
て
若
い
人
達
に

職
場
や
仲
間
を
紹
介
し
て
下
さ

い
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

「
真
の
平
和
を
願
う
」
沖
縄

旅
行
や
「
お
た
よ
り
身
近
な
で

き
こ
と
」
な
ど
が
良
か
っ
た
。

【
北
新
宿
分
会

清
水
幸
紀
】

一
番
い
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
花
の
種
類
が
増
え
た
の
で

名
前
が
憶
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

花
屋
さ
ん
の
前
で
止
ま
る
と

つ
い
買
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

【
神
楽
坂
分
会

富
澤
寿
美
】

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
と
新
宿

区
よ
り
ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
頂
き
ま

し
た
。

昨
年
は
9
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
で

は
、
南
風
が
強
く
葉
も
花
芽
も

や
ら
れ
て
し
ま
い
食
べ
ら
れ
る

ま
で
育
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
は
ど
う
な
る
こ
と
か
と
、

心
配
で
南
風
か
ら
守
る
に
は
、

ど
う
し
た
ら
良
い
か
し
ら
？
教

え
て
。

【
余
丁
町
分
会

田
村
ル
リ
子
】

肌
寒
く
、
長
い
雨
も
終
り
よ

う
や
く
暖
か
い
春
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。

今
年
も
ベ
ラ
ン
ダ
に
ス
ウ
ィ
ー

ト
バ
ジ
ル
を
植
え
、
秋
ま
で
た
っ

ぷ
り
楽
し
み
で
す
。
さ
て
同
じ

鉢
に
ト
マ
ト
の
実
が
甘
く
な
る

そ
う
で
す
。

こ
う
い
う
組
み
合
わ
せ
を
コ

ン
パ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ン
ツ
と
い
い
、

他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
の
組

み
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。
調
べ

て
み
て
下
さ
い
。

【
余
丁
町
分
会

草
野
俊
二
】

火
災
の
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
す

る
と
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
程
、

亡
く
な
る
方
が
あ
り
ま
す
が
、

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
ね
。

安
心
の
保
障
の
一
つ
と
し
て

火
災
共
済
を
味
方
に
し
ま
し
ょ

う
。
「
共
サ
イ
太
郎
」
の
家
族

を
紹
介
し
て
下
さ
い
。
「
知
っ

徳
パ
ン
フ
」
は
大
変
好
評
で
し

た
。

【
北
新
宿
分
会

二
宮
ふ
み
子
】

「
な
ぞ
か
け
」

一
、
神
輿
と
か
け
て
、
新
郎
新

婦
と
解
く
、

そ
の
心
は
、
ど
ち
ら
も
ハ
ッ

ピ
ー
（
法
被
）
に
な
る
で
し
ょ

う
。

二
、
祭
り
と
か
け
て
、
昆
布
と

解
く
、

そ
の
心
は
、
ど
ち
ら
も
、
だ

し
（
山
車
）
が
出
る
で
し
ょ
う
。

【
柏
木
分
会

宇
田
川
健
太
郎
】

「
母
の
日
」
に
子
供
の
い
な

い
私
に
も
、
姪
っ
子
夫
婦
よ
り

お
花
が
届
き
、
と
て
も
幸
せ
な

気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
年
は
知
人
の
19

歳
の
お
嬢
さ
ん
よ
り
、
思
い
掛

け
な
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
い
た
だ
き
、
嬉
し
涙
を
流

し
ま
し
た
。

【
柏
木
分
会

本
木
栄
子
】

「
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
」
娘
は
小
5
年
ま
で
、
運

動
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
は
最
後
の
小
6
年

の
運
動
会
、
あ
ま
り
出
た
く
な

い
み
た
い
。

子
供
達
な
り
に
、
色
々
な
悩

み
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
乗
り

越
え
て
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
で

す
。

【
大
久
保
分
会

杉
田
礼
子
】

落
合
東
分
会
は
5
月
23
日

（
日
）
に
分
会
住
宅
デ
ー
を
、

落
合
公
園
で
行
い
ま
し
た
。

朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
で
し

た
が
、
分
会
の
み
な
さ
ん
の
他

に
支
部
か
ら
も
応
援
に
来
て
下

さ
り
活
気

が
あ
り
ま

し
た
。

地
域
の

皆
様
も
住

宅
デ
ー
を
待
ち
か
ね
て
か
、
包

丁
を
何
丁
も
持
っ
て
来
て
下
さ

い
ま
し
た
。

同
じ
日
に
新
宿
民
商
で
「
餅

つ
き
」
も
あ
り
ま
し
た
。

天
気
が
良
か
っ
た
ら
賑
わ
う

公
園
も
子
供
も
来
な

い
、
さ
び
し
い
も
の

で
し
た
。

住
宅
デ
ー
は
地
域

の
み
な
さ
ん
に
地
元

の
建
築
業
者
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
イ

ベ
ン
ト
な
の
で
す
か

ら
、
人
通
り
の
多
い

晴
れ
た
日
曜
日
に
行

わ
れ
た
ら
、
良
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
が
、

2
年
連
続
雨
の
日
の

住
宅
デ
ー
で
残
念
で

し
た
。

成
果
は
包
丁
40
丁
、

ま
な
板
1
枚
、
サ
ッ

シ
の
工
事
で
の
住
宅

相
談
が
1
件
あ
り
ま

し
た
。

２０１０年６月８日（火曜日） 第５８４号 （４）し ん じ ゅ く

●
絵
を
１
枚
切
り
と
り
、
ハ
ガ

キ
に
貼
っ
て
、
ま
ち
が
い
箇
所

を
丸
印
で
示
し
、
支
部
ま
で
送
っ

て
く
だ
さ
い
。
分
会
・
住
所
・

氏
名
を
（
家
族
の
方
は
組
合
員

の
氏
名
も
）
書
い
て
下
さ
い
。

余
白
に
は
新
聞
の
感
想
や
身
近

な
で
き
ご
と
を
必
ず
添
え
て
く

だ
さ
い
。

●
宛
先
〒
169
―
０
０
７
４

新
宿
区
北
新
宿
４
―
33
―
９

東
京
土
建
新
宿
支
部

●
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10

人
に
図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

●
し
め
切
り

6
月
25
日
（
金
）

今年も「主婦の会」・
「後継者対策部」との共

催で。クイズ大会など、新しい
企画も。
☆と き：７月２４日(土)

☆集 合：７時４０分

☆場 所：新宿駅西口小田急 (1階改札口)

☆ところ：江ノ島 海の家「かもめ」

☆参加費：大 人：３０００円

中高生：２２００円

子ども：１５００円

☆申 込：「群会議の話題」に

ついている申込書に料金を添え

て、各分会へお申込みください。

☆締 切：７月１６日（金）

5
月

5
月
16
日

（
日
）
晴
天

の
明
治
公
園

に
全
国
か
ら

若
者
が
５
２

０
０
人
集
結

し
ま
し
た
。

東
京
土
建

を
は
じ
め
神

奈
川
土
建
・

埼
玉
土
建
・

千
葉
土
建
で

は
、
4
土
建

青
年
部
の
共

通
タ
オ
ル
が

各
自
に
配
ら

れ
、
チ
ラ
シ
入
り
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
会
場
内
で
配

り
、
建
設
業
以
外
で
働
く
人

た
ち
と
も
話
す
な
ど
、
小
さ

な
交
流
も
あ
り
ま
し
た
。

ア
ピ
ー
ル
ウ
ォ
ー
ク
で
は
、

神
奈
川
土
建
の
準
備
し
た
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
『
ａ
ｚ
ｕ
ｍ
ａ

０
４
２
』
を
先
頭
に
若
さ
は

じ
け
る
ア
ピ
ー
ル
ウ
ォ
ー
ク

で
買
い
物
客
で
賑
わ
う
表
参

道
な
ど
で
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。
青
年
大
集
会
に
初
め
て

参
加
し
た
青
年
部
員
の
遠
藤

亜
希
子
ち
ゃ
ん
は
『
最
初
ち
ょ
っ

と
恥
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
楽

し
か
っ
た
！
』
と
感
想
を
述

べ
て
く
れ
ま
し
た
。

【
青
年
部
担
当

泉
沙
織
】

【「包丁お願いします」と来場するお客さん】

【元気にアピールウォークに出発する青年部】

全国青年大集会２０１０


